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新中期経営計画 「Vision 110 －Stage2－」 （2026年度～2029年度）の策定について 

 

当社は、創業 110 周年に向けた長期ビジョン「Vision 110」（2023 年 5 月公表）の実現に向け、３つのステ

ージからなる中期経営計画を推進しております。この度、その第二段階にあたる中期経営計画「Vision 110 

－Stage2－」を新たに策定しましたので、お知らせいたします。 

Ⅰ．中期経営計画 「Vision 110 －Stage2－」の概要 

中期経営計画 「Vision 110 －Stage2－」では、ステートメントを「持続成長に向けた積極的な投資」とし、

中長期的な成長エンジンとなる導入品等の獲得を最優先事項と位置付け、確固たる信念を持って取り組んで

まいります。 

また、以下の事業戦略を強力に推進することで、成果目標の達成とステークホルダーの皆様からの支持・ 

評価の向上を目指します。 

＜５つの事業戦略＞ 

１．積極的な導入投資による開発パイプラインの拡充 

２．医療ニーズに応える価値の高い新薬の創出力強化 

３．新薬の普及最大化 

４．新医薬品事業と相乗効果のある健康関連事業の推進 

５．持続可能な企業基盤の構築 

Ⅱ．成果目標 

 中期経営計画「Vision 110 －Stage2－」で目指す成果目標は、以下の通りです。 

 2025年度 

実績 

2029年度 

Stage2出口目標 

（参考）2032年度 

Stage3出口で目指す姿 

売上高 1,263億円 1,200億円以上 1,600億円以上 

営業利益（研究開発費控除前） 156億円 170億円以上 200億円以上 

ROE 2.5% 5%以上 8%以上 

Ⅲ．株主還元方針 

Stage3以降の持続的な成長に向けたパイプライン拡充のための投資を優先し、一株当たり配当 25円/年

を確保しつつ、業績及びキャッシュフローの状況を勘案し、増配の実施を検討します。  

 中期経営計画「Vision 110 －Stage2－」の詳細につきましては、添付資料をご覧ください。 

以 上 

 


















































